



Brown,WilliamWarntz,Walterlsardといった名前 を耳 に して,懐 か しい と思 うのは旧い世代 なの
であろ う.そ して,彼 ら全 員がすで に故人であ ることを知 ってい るの は,そ の中で も計量革命 に
ついて相 当関心 を持 ってい る人 なので ある.さ すがに若 い世代 に属 す る研究者 で もその うちの何
人 かの名前 を耳 に した こ とはあるで あろうが,原 著論文 にまで 目を通 した人 は決 して多 くはない
はず である.彼 らが専門 としていた研 究テーマ 自体 が古 びて しまった り,事 実上,一 人 で背負 っ
ていた研究分野が,主 役 が退場 した のに伴 い消失 して しまった りす るこ とで,過 去に名声 を博 し
た地理学者 も若 い世代 には馴染みの ない存在 になって しま うので ある.お そ ら くはそ うした こと
の繰 り返 しで今 の地理学があ り,「地理学 とは現役 の地理学者 が取 り組 んで いるものが,そ れ に当
か
た る」 とい う彼 の地の地理学者 の指摘 も故な きものではないので ある.
それで は,彼 の地の地理学(界)は 今 どうなってい るのであろうか.圧 倒 的な現実が理論 を忘
却 の彼方 に放逐 して しまった感 のある人文地理学 のあ り様 おびただ しい数 の(カ ラー)図 が溢
れか える論文が ある一方で,文 章だ けの論文 が掲載 され る地理学関連 の雑誌.学 科名称が全 く別
の名称 に変更 され るのな らまだ しも,い ったん"XYZandGeography"と変更 され た学科名称か ら
知 らぬ問 に"andGeography"が削除されて"XYZ"だけの学科名称 になって しまった 「悲劇」.他
分野 との学科統合 に伴 い,学 際研 究 に前のめ りにな るあま り,地 理学 のアイデ ンティティ喪失 に
悩 む ことになる 「喜劇」.会員か ら疑問が呈 され るにもかかわ らず,読 者獲得 のため,地 理学会 自
体が学際誌 を発行 しな くてはな らない現実 彼 の地 の地理学 も将来 が決 してバ ラ色 とはいえない
状況 の ようである.原 則,研 究費を 自前で獲得 す ることが前提の シビアな彼 の地 の研究者世界で
は,む しろ 日本以上 に抱 える問題 は深 刻なのであろ う.
本号 は,通 常 の論文を2編 掲載す るほかに,渡 辺 良雄先生(元 東京都立大学地理学科教授)が
逝去 されて30年 を迎 えるに当た っての追悼記念特集号論文 を6編 収録 して い る.上 記 の話 で は
ないが,お そ らく若手研究者 に とって は,渡 辺 良雄 と聞 いて も今では知 らない人 の方が圧倒的 に
多 いのではないか と思 う.中 心地研 究,都 市機能研究,広 域中心都市研究,東 京大都市圏研 究な
どの分野 で顕著 な業績を上げ られた,戦 後 日本 の代表 的都市地理者 であった とい うことだ けをこ
こには記 してお くことにしたい.そ して,読 者 におかれて はその ように記憶 に留 めて いただ けれ
ぼ幸 いで あ る.
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